お手数ですが、各単組・総支部から、関係職場に周知願います。


社会福祉評議会

道本部総合政策局発第504号

2013年8月9日
各地本・単組・総支部　執行委員長　様

　 
自治労北海道本部
執行委員長　　山　上　　潔

（公共サービス政策部）

｢第23回全道保育集会｣及び

「2013年度道本部福祉・介護集会」

の開催について(その2)
　連日の取り組みに、敬意を表します。

　標記集会については、2013年7月5日付2013道本部総合政策局発第434号で開催についてご案内したところですが、詳細について下記のとおりお知らせします。

　なお、参加申し込みの締め切りを8月22日（木）まで延長しますので、引き続き関係職場から最大限の参加をお願いします。

記

１．集会名　「第23回全道保育集会」「2013年度道本部福祉・介護集会」（同時開催）
２．と　き　＜１日目＞2013年8月31日（土）13：00～17：00（18：00～全体交流会）

＜２日目＞2013年9月 １日（日） 9：00～12：00

３．ところ　札幌市北区北6条西7丁目　北海道自治労会館　５階大ホール
　　　　　　　　　　　　
４．内　容
＜1日目＞ 
13：00　　　　　開会（12：30～受付開始）
13：00～13：15　あいさつ

　　
13：15～14：50　記念講演「福祉現場における困難を解決するには」

　　　　　　　　　　講師　ヒューマンハーバー・ＡＩ代表（2011年7月開業）　池田　真紀　氏
　　　　　　　　　　　　　（内閣官房地域活性化伝道師・精神保健福祉士・社会福祉士・
介護福祉士・介護支援専門員）
　　15：00～17：00　分科会（別表を参照願います）
　　18：00～20：00　全体交流会　サッポロビール園　北海道札幌市東区北7条東9−2−10 
電話:011-742-1531 

＜2日目＞

9：00～10：00　分科会（前日の続き）
10：10～11：40　講演①（保育）「特別支援教育の理念からの発達障害児の理解と対応

　～地域連携の体制作りの観点から～」
帯広大谷短期大学社会福祉科准教授　伊勢　正明　氏
　　　　　　　　講演②（福祉・介護）「（社会保障制度改革と地域福祉をめぐる課題）

淑徳大学総合福祉学部社会福祉学科　

准教授　　山下　興一郎　氏

11：45～12：00　道本部提起・まとめ　（５階ホールにて合同開催）
12：00　　　　　終了

５．参加対象　　社会福祉評議会関係職場組合員、地本・単組役員のほか、未加盟・未組織の職員及び臨時・非常勤職員も対象とします。
６．交流会について
（１）1日目の日程終了後、送迎バスにて交流会場へ移動します（往路のみ）。
（２）参加費（4,000円）は受付の際に単組・総支部ごとにまとめてお支払い願います。

（３）職種や地域を超えた交流を目的としており、講師や助言者にも可能な限り参加していただきますので、最大限の参加をお願いいたします。

７．参加にあたって

（１）参加費は無料ですが、交通費等は単組負担とします。
（２）参加報告については、別紙「参加報告書」に必要事項を記入の上、8月22日（木）までに、ＦＡＸで報告願います。
（３）問合せ等は道本部公共サービス政策部（居橋・渡部　℡011-747-3211）までお願いします。

以上
＜別表＞分科会について

	No.
	テーマ
	内容

	1
	子ども・子育て新制度
	　国の「子ども・子育て会議」は、すでに５回開催されており、基本指針（案）が示されるなど制度の詳細についての議論が進んでいます。今後は「市町村子ども・子育て支援事業計画」の策定やそのためのニーズ調査など自治体の作業も本格化していくことから、新制度について徹底的に学習し、理解を深める場とします。

	2
	児童館・学童保育の質を向上させる取り組み
	　子ども・子育て新制度では、学童保育（放課後児童クラブ）の基準についても示される予定となっており、今後は「子ども・子育て会議」の部会において議論されることとなります。職員の資格や施設基準などについては自治労としても案を示し、その実現のための取り組みが強く求められています。この分科会では、自治労が考える基準について理解を深め、現場においてどう取り組むかについて議論を行います。

	3
	アレルギー・食育
	　食育やアレルギー対応など、子ども達の「食」をめぐる課題について、栄養士や医療関係者にも参加してもらいながら、各自治体・現場での取り組みや課題について学び合うことで地域における取り組みに結び付けていきます。

	4
	子どもの貧困・虐待
	　子どもの貧困の解消や教育の機会均等などを目的とした「子どもの貧困対策法」が成立し、乳幼児期からの早期対応や親に対するサポートシステムが求められるなど、保育所や幼稚園の関わりも重要と考えられます。
　この分科会では、当事者の体験と地域での取り組みを聞かせていただくとともに、児童相談所の仲間にも参加してもらい「気付き」のポイントや子どもの「居場所」について学習します。

	5
	福祉職場における非正規労働の現状と課題
	　地方自治体では臨時・非常勤職員の割合が増え続け、民間においても非正規労働者が業務の主体を担っている事業所が数多く存在し、保育や介護など福祉職場においてはその傾向が顕著になっています。
公共サービスの担い手としてともに働き続けるために、単組での取り組みの現状と課題について報告を受けながら、雇用不安の解消、賃金・労働条件の改善、正規・非正規の意思疎通のあり方などについても、ともに考え討論します。

	6
	介護労働者の処遇改善と介護保険制度の充実にむけて
	　自治労の2012年度介護報酬改定影響調査の結果によると、介護職員の処遇改善については労働組合の果たす役割が重要であることが明らかとなりました。2015年度の報酬改定にむけても早急に議論を開始する必要があります。
　また、社会保障制度改革国民会議においては「軽度切り」や自己負担割合の見直しなど、制度面においても利用者に大きな影響を及ぼす内容が議論されています。

　これらの課題について中央本部の提起を受けながら、サービス提供者と利用者双方にとってより良い制度とするための取り組みについて議論を深めます。

	7
	介護技術
	札幌市にある時計台記念病院から講師を招き、食事介助を含む最新の介護技術について、座学と実技を織り交ぜて指導していただきます。

	8
	生活保護制度をめぐる課題とケースワーカーの役割について
	　今月から生活保護費支給基準の引き下げが実施され、今後も生活保護制度の改悪が進められようとしています。
　そして現場のケースワーカーについては、受給者の増加に対して定数増が追い付かず、体力的にも気力的にも疲弊しながら業務をこなしている現状があります。
　この分科会では、ケースワーカーのモチベーションを高め、受給抑制ではなく自立支援に重きを置いた制度を求める取り組みについて、記念講演の講師である池田真紀さんの助言もいただきながら議論を深めていきます。

	9
	社会福祉協議会ネットワークの発展にむけて
	　子ども・子育て支援、高齢者福祉、障害福祉、生活保護など社会福祉全般にわたって地域での実践を担っている社会福祉協議会の存在は自治体にとって非常に大きなものであると言えますが、存在意義と比べて、そこに働く仲間の処遇が適切かというと疑問符を付けざるを得ない現状があります。

　今年２月に結成された道本部社会福祉協議会ネットワークの仲間を中心に、淑徳大学の山下興一郎准教授の助言をいただきながら地域で果たすべき役割と労働組合の重要性を再確認するための議論を行います。

可能であれば未組織・未加盟社協職員や事業団の仲間にも参加していただき、組織強化・拡大につなげる場として機能させることも目的の一つとします。　

	10
	働く障害者の集い
	障害者差別禁止法が成立し、障害者雇用促進法も改正されました。今後は、障害者への差別をなくし、職場における合理的配慮を求める取り組みを通じてそれらの実効性を高めていく必要があります。
この分科会では、中央本部障害労働者連絡会代表である相星勝利さんを招き、全国レベルでの障害労働者連絡会の取り組み報告と問題提起を受けながら、北海道における当事者運動の強化と道本部障害労働者連絡会の組織強化にむけた議論を行います。


＜別紙＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013年8月22日（木）締切
公共サービス政策部（居橋・渡部）宛て　　　　　　　　　　　　FAX：011-700-2053
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· 分科会欄は「希望される分科会番号」を記入願います。
· 「交流会」欄は○か×で記入願います。

· 「備考」欄には、組合役職名等をご記入下さい。（「福祉事務所対策委員」も必ず記入）
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